
■各梱包内容 

■部品・部材の構成内容 

部品・部材の確認 

施工上のご注意 
●本商品は仕上がり完成品ですので、ひっ

　かき傷・打痕などには十分気をつけてく

　ださい。 

●商品の仮置きや保管は、湿気や直射日

　光のあたる場所を避け、床面が水平な場

　所に立てかけて保管してください。 

●表面が汚れた時は、やわらかい布に中

　性洗剤を水でうすめたものを含ませて

　拭き取ってください。 

●湿気の多い場所には施工しないでくだ

　さい。(本体の反りや作動不良の原因と

　なります。) 

●建築完了まで、ダンボールなどで本体及

　び枠の養生をしてください。（直接、粘

　着テープなどは貼らないでください。） 

製品寸法図と納まり 

施工手順 
●１開口部の確認 ●２ フロアー切欠き寸法 

　 の確認 

直付レール 

直付レール 

たて枠 敷居 

たて額縁 

たて額縁 

たて枠 

たて額縁 
Yレール 

引戸本体 

よこ額縁 
鴨居 

鴨居レール 

よこ額縁 
たて額縁 

鴨居 

たて枠（A） たて枠 たて枠（C） 

たて枠（B） 

鴨居レール 

よこ額縁 
たて額縁 たて額縁 

たて額縁 

たて額縁 

たて枠 

たて額縁 
たて額縁 

たて額縁 

引戸本体 

Yレール 

引戸本体 

よこ額縁 
よこ額縁 鴨居 

鴨居レール 
よこ額縁 
たて額縁 

敷居仕様 

フロアー 
納まり図 

３
 

１５mmフロアー用補助合板t=３ 
調整部材（現場調達）　 

１５mmフロアー用補助合板t=３ 
調整部材（現場調達）　 

１２
 

１
５
 

１
５
 ３
 ６
 

引戸（R）・（L）について… 

 　右図のように、控え壁を手前に 
●右側に引戸がくる場合を［右引手（R）］ 
●左側に引戸がくる場合を［左引手（L）］ 
　としています。 

［右引手（R）］ ［左引手（L）］ 

引手 

正面 

控え壁 引手 

正面 

控え壁 

有効開口寸法:787
（687）[559]

枠外幅寸法　ＵＷ:1645(1445)[1190]

枠内幅寸法:1597（1397）[1142]
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2424

2424

A

B

2
0

2
0

2
0

2
0

C

A
2
0

2
0

枠外幅寸法UW：1645

24 枠内幅寸法：1597 24

91

引戸幅寸法DW：814

24

引戸幅寸法DW：814

有効開口寸法：783

1
1
3

24 24

有効開口寸法：783

24 

枠外幅寸法UW：1645

枠内幅寸法：1597

引戸幅寸法DW：814

引戸幅寸法DW：814

11

有効開口寸法:787
（687）[559]

枠外幅寸法　ＵＷ:1645(1445)[1190]

枠内幅寸法:1597（1397）[1142]
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（単位：ｍｍ） ■製品寸法（片引き・引違いタイプ） 
A
B
C
D
E

枠見込み ９０ 
５２ 
４２ 
１１ 
４５ 

１１０ 
６２ 
５２ 
２１ 
５５ 

１５５ 
９３ 
７３ 
３２ 
６６.５ 

１７２ 
１０１.５ 
８１.５ 
４０.５ 
７５ 

１４０ 
８５.５ 
６５.５ 
２４.５ 
５９ 

１８０ 
１０５.５ 
８５.５ 
４４.５ 
７９９ 

片方立枠見込み 
中方立枠見込み 
たて枠・フロアー寸法 
たて枠・フロアー寸法 

F
G
H

９０ 
４ 

３７.５ 
８ 

１１０ 
１４ 
４７.５ 
１８ 

１５５ 
２５ 
６２ 
４０.５ 

１７２ 
３３.５ 
７０.５ 
４９ 

１４０ 
１７.５ 
５４.５ 
３３ 

１８０ 
３７.５ 
７４.５ 
５３ 

たて枠・敷居寸法 
たて枠・敷居寸法 
たて枠・直付レール寸法 
たて枠・直付レール寸法 I ４５ ５５ ７７.５ ８６ ７０ ９０ 

３４ 

３４ １１ ４５.５ ４５.５ 

９１ 

４５.５ 

５６.５ 

３４ 

６８ 

たて枠センター 
（柱芯） 

たて枠センター 
（柱芯） 

たて枠センター 
（柱芯） 

たて枠センター 
（柱芯） 

●フロアー切欠き寸法を確認してか
　らフロアーを貼りつめてください。 

フロアー 

フロアー切欠き 

敷居仕様のみ 枠見込み９０・１１０ 

●片引き 
　タイプ 

●引違い 
　タイプ 

●片引き 
　タイプ 

●引違い 
　タイプ 

●引違いタイプ 

枠見込み１５５・１７２ 
Uオーダー（枠見込み１４０・１８０） 
 

フロアー 

たて枠 
（A） 

たて枠 

たて枠 
（C） 

直付レール 
直付レール 

鴨居 
鴨居 

鴨居レール 鴨居レール 

引戸本体 引戸本体 

たて枠 
（B） たて枠 

たて枠 
（A） 

直付レール 

直付レール 

鴨居 
鴨居 

鴨居レール 

引戸本体 引戸本体 

たて枠 

敷居仕様 直付レール仕様 

枠外幅寸法+５～１０㎜ (調整隙間） 

 ２,０４７㎜
+３～５㎜ (調整隙間） 

開口幅 
◯ 

開口幅 

開口高 
◯ 

開口高 

A

B

下げ振り 

◯ A

◯ B

２,０５０㎜ 
（１２㎜フロアーの場合） 

（１５㎜フロアーの場合） 

●開口部の垂直・水平
　を正しくだしてくだ
　さい。 
●開口寸法と製品寸法
　を照合確認してくだ
　さい。 

■開口部必要寸法 

洗面所用、 
トイレ用 
引戸本体に 
取付済 

※Y戸車、ソフトクローズ機構などは、消耗性部品です。長期間の使用で変化が感じられた場合は、交換（有償）をおすすめします。 

引手（共通） 

●ラウンドタイプ 

 

●スクエアタイプ 

 

ケーシング額縁 
（共通） 

●たて額縁…４本 
●よこ額縁…２本 

引戸本体 

Y戸車 

たて枠（A） 
たて枠 

たて枠（B） たて枠（C） 鴨居 鴨居 
レール 

ねじ・キャップセット 
枠固定ねじ 

敷居 Yレール ソフトクローズ機構の場合 引戸ブレーキ 
の場合 鎌錠ケース 

部品・部材名 

入
数 

片引き 

引違い 

1

ー ー ー 

ー 

ー ー ー ー ー ー ー ー 

ー 

ー ー 

ー 

ー 

1

2

1 1 1 1

11

1 1 1

11 1
1
2

1
1

10
15

2
2

1
11（２台使用） 

２個／１台 

２個／１台（２台分） 

１個／１台 

１個／１台（２台分） 

１個／１台 

１個／１台（２台分） 

１個／１台 

１個／１台（２台分） 

（MJB907□） （MJSC108F2） 備 考  
（補修部品品番） 

枠側／ 
ソフトクローズ 
受け 

●たて型 
 

●横型  

枠側／ソフトクローズ受け 

本体側／ 
ソフトクローズ 
本体 
 

本体側／ソフトクローズ本体 
 

4
4
.5

本枠：現場１２ｍｍ切断 
37 HI

本枠：現場１２ｍｍ切断 
H 37I

4
4
.5

  

37 19.5 56.5

4
.5

4

本枠：現場１２ｍｍ切断   

4
4
.5

本枠：現場１２ｍｍ切断 

H 74 H

  
74

4
4
.5

HH
本枠：現場１２ｍｍ切断 

4
.5

4

本枠：現場１２ｍｍ切断 
19.5 74 19.5
  

フ
ロ
ア
ー
の
切
欠
き
寸
法 

固定枠 

枠見込み９０・１１０ 固定枠 

固定枠 

枠見込み１５５・１７２ Uオーダー（枠見込み１４０・１８０） 
 

固定枠 ケーシング枠 

ケーシング枠 

●片引きタイプ 

直付レール仕様 

直付レール仕様 
直付レール仕様 

直付レール仕様 直付レール仕様 

直付レール仕様 

横断面図 たて断面図 横断面図 たて断面図 横断面図 たて断面図 

 

■その他の 
   部材 

●接着剤 
  （変性酢ビ） 
　………１個 

※□は、色記号が 
　入ります。 
　色記号は、 
　カタログを 
　ご参照ください。 

敷居 
固定用ねじ 

直付レール 直付レール用 
隙間スペーサー 

直付レール 
固定用ねじ 

敷居梱包内容 ３方枠梱包内容 引戸本体梱包内容（共通） 

（単位：ｍｍ） 

（単位：ｍｍ） 

枠見込み９０・１１０ 枠見込み１５５・１７２ 
Uオーダー（枠見込み１４０・１８０） 
 

固定枠 固定枠 ケーシング枠 

●引違いタイプ 

枠見込み９０・１１０ 枠見込み１５５・１７２ 
Uオーダー（枠見込み１４０・１８０） 
 

固定枠 固定枠 ケーシング枠 

●片引きタイプ ●引違いタイプ ●片引きタイプ ●引違いタイプ ●片引きタイプ ●引違いタイプ 

たて枠（B） 

たて枠 
鴨居レール 

たて枠 
（C） 

たて枠下端切欠き形状 たて枠下端形状 たて枠下端切欠き形状 

たて枠（B） たて枠（C） たて枠（A） たて枠（B） たて枠（C） たて枠（A） たて枠 たて枠（B） たて枠（C） たて枠（A） たて枠 たて枠 

たて枠下端切欠き形状 たて枠下端形状 たて枠下端切欠き形状 

たて枠（B） たて枠（C） たて枠（A） たて枠（B） たて枠（C） たて枠（A） たて枠 たて枠（B） たて枠（C） たて枠（A） たて枠 たて枠 

※図は［右引手（R）］で表現しています。 

敷居 

鴨居 

たて枠（A） たて枠（C） 

Yレール 
敷居 

たて枠（B） 

鴨居レール 

よこ額縁 
たて額縁 たて額縁 

たて額縁 

たて額縁 

引戸本体 

よこ額縁 

たて枠 
（A） 

たて枠（C） 

Yレール 

敷居 

敷居 

たて枠 
（B） 

鴨居 
鴨居 

鴨居レール 

たて枠 

引戸本体 
Yレール 
引戸本体 

たて枠 
（A） 

たて枠 
（C） Yレール 

敷居 

たて枠（B） 
鴨居 

鴨居 

鴨居レール 

たて枠 

引戸本体 
Yレール 
引戸本体 

●片引きタイプ ●引違いタイプ ●片引きタイプ ●引違いタイプ ●片引きタイプ 
たて枠 
鴨居レール 

木ねじ／１２本 
キャップ／８個 

４本 
（MJBO44） 

特殊ねじ 
φ４.８×５１ｍｍ 

２本 
（MJBJS6） （MJB840□03） 

皿ねじ 
φ３.５×２０ｍｍ なべM４×１２ｍｍ 

91

１２
 

●１２㎜フロアー ●１５㎜フロアー ●１５㎜と１２㎜フロアー 

床先施工の場合 

※片引きタイプの図は［右引手（R）］で表現しています。 
 

■本製品は、F☆☆☆☆です。（住宅部品表示ガイドラインによる） 

（MJB912□） 

●枠側／ソフトクローズ受け 
　（MJB930□） 
●本体側／ソフトクローズ本体 
　（MJB921／MJB921□） 
 

●枠側／ソフトクローズ受け 
アルポルタ用（MJB931□）　レグノアMX用（MJB9311□） 
●本体側／ソフトクローズ本体 
アルポルタ用（MJB922）　レグノアMX用（MJB9221） 

■施工の前に、この施工説明書をよくお読みのうえ、正しく施工してください。 
■施工後、この施工説明書と取扱説明書を、必ずお客様にお渡しください。 
 

※この商品は一般住宅およびそれに準じる居住施設の屋内専用です。 
　他の用途へのご使用はおやめください。 
　屋外および浴室内部など頻繁に水分と接するところには使用しな
　いでください。 

施工説明書 
　内装ドア 
　Y戸車引戸 
　固定枠・ケーシング枠仕様 

●本体にぶらさがらない 
　本体が転倒してけがをするおそれがあります。 

安全上のご注意 

●商品（本体や枠など）をシンナーやアルコール・ベンジンな
　どの溶剤で拭かない 
　色ムラや劣化促進の原因になります。 

●2人以上で作業する 
　１人作業では商品の転倒などによりけがをするおそれがあります。 

●必ず付属の金具・ねじにて施工する 
　商品を確実に固定できず、破損・落下・転倒によりけがをするおそれがあります。 

●ねじを固定する場合は、電動ドライバーなどで締めすぎによ
　るねじの空回り、頭（スリワリ○）つぶれのないようにする 
　守らないと、ユニットなどが落下してけがをするおそれがあります。 

＋ 

●枠・レール（特に天井面）を躯体へ確実に固定する 
　確実に固定しないと、転倒してけがをするおそれがあります。 

必ずお守りください 

◎人への危害、財産の損害を防止するために、必ずお守りいただくことを説明
　しています。 

■誤った施工をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して説明しています。 

■お守りいただく内容を次の図の記号で説明しています。 

「軽傷を負うことや、財
産の損害が発生するお
それがある内容」です。 

「死亡や重傷を負うお
それがある内容」です。 

してはいけない内容です。 実行しなければならない内容です。 

●鴨居に引戸が充分（3ｍｍ以上）かかっていることを確認する 
　かかりが少ないと、引戸本体が転倒してけがをするおそれがあります。 

     皿○ 
Ф３.８×５１ｍｍ 

＋ 

　　皿○ 
Ф４.５×５０ｍｍ 

＋ 
 
 （リアロシリーズの場合） 



差し
込む
 差し

込む
 

●４ 外枠の仮固定 ●５ 外枠の本固定 

●１０引戸をはめ込む 

●１１施工後の建て付け確認 

●引戸の左右を確認のうえ、外枠にはめ込んでく
　ださい。 
●引戸がスムーズに動くか確認してください。 

Y戸車とYレールの納まり 
を必ず確認してください。 

●３ 外枠の組み立て 

■高さの調整方法 
 

■前後の調整方法 
 

高さ調整ねじ 

前後調整ねじ ツメ 
上がる ツメ 

引っ込む 
 

ツメ出る 
 

ツメ 
下がる 

右回し 
（ツメ上がる） 

右回し 
（ツメ出る） 

左回し 
（ツメ引っ込む） 

左回し 
（ツメ下がる） 

●高さを合わせる 

鎌錠受け座（洗面所用引戸）の調整方法 

敷居の取り外し方法 

●鎌の目印の位置に、受
　けツメ先端がくるよう
　に高さ調整ねじを調整
　してください。 

●引戸を閉めて施錠し、ガタツキ
　を確認してください。 

●片引きタイプの場合 ※図は［右引手（R）］で表現しています。 

Yレール 

Yレール 

外枠 

敷居 

○ねじ 

○敷居固定用ねじ 

●敷居のYレールを取り
　外します。 

●敷居を固定して
　いる、○ねじ・○
　敷居固定用ねじ
　を取り外します。 

●敷居を床
　面より５ｃｍ
　程度持ち
　上げてく
　ださい。 

●敷居を半回
　転させて、片
　側を持ち上
　げて外枠か
　ら取り外して
　ください。 

●片引きタイプの
　○○を同様に
　行い、敷居片側
　を持ち上げて、
　外枠から取り外
　してください。 

●引違いタイプの場合 

◯１  

◯２  

◯３  ◯４  

取り付け方法
は、上記●●
をご参照して
ください。 

５ｃｍ程度 
持ち上げる 

片側を 
持ち上げる 

●Ａ  

●Ｂ  

１ ２ 
３ ５ 

ア イ 

ア 

イ 

外枠 

スペーサー 
水準器 

下げ振り 

●スペーサーには、必ず乾燥した合板を使用し
　てください。 
●敷居・たて枠は、水平・垂直になるよう調整し
　てください。 

外ソリ 内ソリ ネジレ 前後の倒れ 左右の倒れ 

●スペーサー、酢ビ系接着剤を用いて枠の開
　口部へ外枠をはめ込んでください。 
●下げ振り・水準器等を使用して垂直・水平・
　開口幅等の確認と調整をしてください。 

してください。 
注意 

※許容範囲： 
　３ｍｍ以下 

してください。 
注意 取り付ける際、下記の様なことがないようにして 

ください。 

●ソフトクローズ受けの端部をたて枠に当てて、ソフトクローズ受けを取り付けてください。 

電動ドライバーは、使用し 
ないでください。 
 

ソフトクローズ受けの取り付け方法 

●リセット状態で、引戸を
　はめ込んでください。 

引戸はめ込み時の注意事項 

前に倒れた状態 

ソフトクローズ 
受け 

ソフトクローズ 
受け 

■ソフトクローズ受けを鴨居に取り付ける 

木ねじ（同梱品） 

下穴をあける 

木ねじ 
（同梱品） 

●たて型の場合 ●横型の場合 

受けツメ先端 

鎌の目印 
必ず守る 

鴨居に引戸本体が充分（3ｍｍ以上） 
かかっていることを確認する。 
 

必ず守る 

してください。 
注意 

●６鴨居レールの 
　取り付け 

●７ Yレール・直付レールの取り付け 

●鴨居レールに接着剤（同梱品）を 
　塗布し、鴨居にはめ込んでください。 
●鴨居レールは、水平に固定してく
　ださい。 

●敷居の溝に、あて木を使用してYレ
　ールをはめ込んでください。 

●９ 引手・鎌錠用引手の取り付け ■ツマミの形状 

室外側引手 

室内側引手 

●引戸の取り付け
　側を確認して、
　引手を取り付け
　てください。 （室内側） （室外側） 

（開）の状態 

してください。 
注意 樹脂成形鴨居レールは、市

販の酢ビ系接着剤では接
着できません。必ず同梱の
接着剤をご使用ください。 

鴨居レールの取付位置について 

必ず守る 

Yレールの 
取付位置に 
ついて 

均等の隙間ができるように 

［上から見た図］ 
Yレール 敷居 

均等の隙間ができるように 

鴨居レール 鴨居 
［下から見た図］ 

下穴をあける 

組み立てる前に…（インテリアAPの場合は不要です） 

①たて枠（C）上部・下部のモヘアストッパーを取りはず
　してください。 
②たて枠（C）下部を１２ｍｍカットしてください。 

③たて枠（A）・たて枠（B）・たて枠の下部を敷居の形
　 状にあわせて、切り欠いてください。 

①たて枠（C）上部のモヘアストッパーを取りはずしてください。 
②たて枠（C）下部のモヘアストッパーを取りはずし、下図のよう
　に取り付けてください。 

※施工中、レールが抜けるおそれがありますのでご注意ください。 

敷居仕様 直付レール仕様 ［Yレールの取り付け］ ［直付レールの取り付け］ 

●直付レールの取り付け位置・方向を確認
　してフロアーに、固定用ねじ（同梱品）で
　締め付け、取り付けてください。 
●直付レールは、水平に固定してください。

必ず守る 

●片引きタイプ ●引違いタイプ 
たて枠（A） たて枠 

たて枠 たて枠（B） 

直付レール 

たて枠（C） 

直付レール 

直付レール用 
隙間スペーサー 

直付レール用隙間スペーサー 

直付レール 
固定用ねじ（同梱品） 
１０か所固定 

直付レール 
固定用ねじ（同梱品） 
１５か所固定 

直付レール 

［直付レール断面］ 

○直付レール用隙間スペーサーを 
　　取り付ける 

○直付レールを取り付ける １ ２ 

※図は［右引手（R）］で表現しています。 
 

※図は［右引手（R）］で 
　表現しています。 

直付レール用隙間スペーサー部 
を戸じゃくりにはめ込む 

直付レール用隙間スペーサー部 
を戸じゃくりにはめ込む 

●片引きタイプ 

●引違いタイプ 

７４ｍｍ 

３７ｍｍ 

［直付レール断面］ 

直付レールが水平に
固定されているか必
ず確認してください。 

使用ねじ 

直付レール 
固定用ねじ 

※直付レールの納まりは、表面［製品寸法図と納まり］を
　参照してください。 

直付レール 

直付レール用 
隙間スペーサー 

直付レール用 
隙間スペーサー 

各部の固定方法 

木ねじ（同梱品） 
 

下穴をあける 

４か所 ４か所 

４か所 

■たて枠部の固定 
たて枠の加工済の下穴から木
ねじ（同梱品）を締め付け、キ
ャップ（同梱品）をはめ込んで

ください。 

■鴨居部の固定 
鴨居に下穴をあけて、木ねじ（同

梱品）で締め付けてください。 

たて枠（C）を固定する際の 
注意事項 

●たて枠（C）の構造 

調整部を回転させて、モヘアの出
し入れを調整することができる機
能が付いています。 

釘打ち禁止範囲には、 
釘・タッカーを打たないでください。 

ねじ（現場手配品） 

下穴をあける 

ねじ（現場手配品） 

敷居用隙間 

■敷居部の固定 
Yレール取り付け溝に下穴を必
ずあけて、ねじ（現場手配品）

で締め付けてください。 

してください。 
注意 してください。 

注意 

      の範囲に、 

釘やタッカーを 

打たないでくだ 

さい。 

調整機能部分が 
破損するおそれ 
があります。 
 

２０ 

１５ 

たて枠（C） 

１５mm

２０mm

２０mm

２０mm

（裏面も同様です） 

調整ねじの 
上下各１０mm

●敷居のYレール取り付け溝底部に、
　ねじ頭が飛び出さないように締め
　付けてください。 
●敷居は、接着剤で固定しないでく
　ださい。 

敷居仕様のみ 

敷居の水平を正確 
にだしてください。 
 

水準器 
してください。 
注意 

敷居仕様のみ 

敷居仕様のみ 

４か所（片引き）・８か所（引違い） 
敷居仕様のみ 

釘・タッカー厳禁 
裏面も同様です。 
 

釘打ち禁止範囲 
鴨居レール 

同梱の接着剤を 
使用してください。 

接着剤使用 
（同梱品） 
 

Yレール 

あて木 

鎌錠の引手は、内
側と室外側で形
状が異なります。 

●８ケーシング額縁の取り付け（ケーシング枠のみ） 

■突き付け加工（突き付け納め用額縁） 

●ケーシング額縁を現場に合
　わせて、直角にカットして
　突き付けに納てください。 

■ケーシング額縁の固定方法 
 ●酢ビ系接着剤（現場手配品）

　で、ケーシング額縁を外枠
　に取り付けてください。 
※安定しない場合は、かくし釘（現場手
　配品で固定してください。 

伸び寸 
カット 

伸び寸 
カット 

伸び寸 
カット 

接着剤使用 

接着剤使用 

かくし釘 

使用ねじ 

枠固定用ねじ 

●各部材の位置および上下を確認の
　うえ、組み立ててください。 
●鴨居、敷居をたて枠の下穴にはめ
　込み、枠固定用ねじ・敷
　居固定用ねじ（同梱品）
　で締め付けてください。 

使用ねじ 

敷居固定用ねじ 

敷居仕様 直付レール仕様 

してください。 
注意 片引きタイプには［右引手（R）］・［左引手（L）］が

ありますので、必ず確認してください。 

●各部材の位置および上下を確認のうえ、組み立ててください。 
●鴨居をたて枠の下穴にはめ込み、枠固定用ねじ（同梱品）で締め付けてください。 

使用ねじ 

枠固定用ねじ 

［たて枠のび寸カット・外枠の組み立て］ ［外枠・敷居の組み立て］ 

電動ドライバーは、使用しないでください。 
ねじが空回りして確実な固定が得られません。 

たて枠・たて枠 
（A）（B）（C)には
のび代があります
ので、開口高さに
あわせて、切断し
てください。 

［のび代］について… A

12ｍｍカット 

枠
長
さ
 

2
0
3
5
ｍ
ｍ
 たて枠 

六角レンチ径 
　　　4ｍｍ 

切断前のご注意 
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Yレールが水平に固
定されているか必ず
確認してください。 

使用ねじ 

ねじキャップセット 

スペーサー 

スペーサー 

合板 

ねじキャップセット 
（同梱品） 
 

ねじキャップセット 
（同梱品） 
 

軽量鉄骨仕様 木軸仕様 

たて枠（C） 

モヘア 
ストッパー 
 

② 

① モヘア 
ストッパー 
 

モ
ヘ
ア
を
上
に
ス
ラ
イ
ド 

●開梱時 ●施工時 

●開梱時 ●施工時 

枠見込み９０・１１０ 固定枠 枠見込み９０・１１０ 固定枠 

取りはずす 
 

② 

枠見込み１５５・１７２ 
 

固定枠 ケーシング枠 

たて枠（C） 

モヘア 
ストッパー 
 

① モヘア 
ストッパー 
 

モ
ヘ
ア
を
上
に
ス
ラ
イ
ド 

平面部を 
手前に 
する 

必ず守る 
たて枠（C） 

モヘア 
ストッパー 
 ② 

① 

① 

モヘア 
ストッパー 
 

●開梱時 

取りはずす 
 

取りはずす 
 

取りはずす 
 

●片引きタイプ ●引違いタイプ 

※図は［右引手（R）］で 
　表現しています。 
 

たて枠（A） 

たて枠 
たて枠 

たて枠 
（B） たて枠（C） 

鴨居 鴨居 

枠固定用ねじ 
（同梱品） 

たて勝ちで納める 

枠固定用ねじ 
（同梱品） 

たて勝ちで納める 

■固定枠 

■ケーシング枠 

●片引きタイプ ●引違いタイプ 

※図は［右引手（R）］で 
　表現しています。 
 

木ねじは、50ｍｍ以上を使用してください。 
 

たて枠（A） 

たて枠 
たて枠 

たて枠 
（B） 

敷居固定用ねじ（同梱品） 

木ねじ 
（現場手配品） 

たて枠（C） 

鴨居 鴨居 

敷居 敷居 

納まり図 

納まり図 

○ドライバー ＋ 

敷居固定用ねじ 
（同梱品） 

枠固定用ねじ 
（同梱品） 

たて勝ちで納める 

枠固定用ねじ 
（同梱品） 

たて勝ちで納める 

■固定枠 

■ケーシング枠 

A
A

A

A

A

床先施工の場合 枠先施工の場合 

凹の部分 
を手前に 
する 

必ず守る 

たて枠（B） たて枠（A） たて枠 

12ｍｍ 
カット 

切欠き部 

※引戸ブレーキの場合は、引戸ブレーキに同梱の取り付け説明書をご確認ください。 

空錠の場合 表示錠の場合 

●表裏の引
　手を、確実に嵌合してく
　ださい。 
※スクエアタイプは、ビス止め仕様

　となります。 

●表裏の引
　手を、確実
　に嵌合して
　ください。 

※スクエアタイ
　プは、ビス止め
　仕様となりま
　す。 

禁止  

禁止  

+●調整ねじの部分を◯ドライバーを使用して調整をしてください。 
●調整後、再度ソフトクローズが正常に作動するか、ご確認ください。 

■Y戸車の調整方法 
 

電動ドライバーは、使用しないでくだ 
さい。 
 

禁止  

かかりが少ないと、
引戸本体が転倒し
てけがをするおそ
れがあります。 

必ず守る 

引戸 

鴨居 

鴨居 

鴨居レール 

3ｍｍ以上 

注意 

引戸 

引戸を開いた時
と閉じた時の戸先・
戸尻のすべてを
確認してください。 

調整後、再度鴨居
に引戸本体が充分
（3ｍｍ以上）かか
っていることを確
認する。 

上下に各３mm移動 上下に各３mm移動 
前後に各２mm移動 

前後に各２mm移動 

［高さ調整］ねじ 

［高さ調整］ねじ 

［前後調整］ねじ ［前後調整］ねじ 

上 下 上 下 右 左 右 左 

端部クッション 
をめくる 

[高さ調整］の方法 [高さ調整］の方法 [前後調整］の方法 [前後調整］の方法 

調整部 

１～２mm程度の隙間 
モヘア 

※インテリアAPの場合は、モヘアがないため調整は不要です。 

■たて枠（C)の調整方法 
 

●○ドライバー使用して、調整部３か所を
　回転させて調整します。 
●引戸本体とモヘア先端は、１～２mm程
　度の隙間を確保してください。 

ー 

してください。 
注意 潤滑油等をささな 

いでください。 
 

電動ドライバーは、 
使用しないで 
ください。 
 

禁止  

ねじ・キャップセット 

●枠を柱に固定する。 ●ねじを逆回転して枠を浮かし、 
　枠の垂直を出す。 

●柱と枠のすき間にスペーサー 
　を入れて再度ねじを締める。 

柱 枠 

枠調整ねじ 

スペーサー 
（現場手配） 

２.枠が浮きすき間ができる 

１.ねじを逆回転する 

① ② ③ 

３.枠の垂直を出す 

（リアロシリーズ）は枠調整方法が異なります 

鴨居・敷居を固定する際、
割れるおそれがあります
ので必ず下穴をあけてく
ださい。 

使用ねじ 
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切断前に必ず 
鬼目ナットを
取りはずして
ください。 
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